うち 

ある。 寂び があって いい 家 だと は 思 ふが、 それだけ ま 

たうつ かりとで きないの である。 

それに 面会人の 多い こと は 多い 日に は 三十 人 も ある _ 

初めの 頃 は 金せ びりまで が 随分と 来た。 面会日 は 木曜 

ときめて 門の 扉に 木の 札 は 掛けた が、 ほんた うに こち 

らの 仕事の 為に 考へ て くれさうな 人 はさして 有り さう 

にないので しみじみ 困って 了 ふ。 そしてかん じんの 面 

会 日に は わざわざ 時間 を あけて 待って ゐ るのに ほんの 

一人 か 二人し か 来 はしない。 さう して 面会日の 札まで 

誰かが 盗んで 行って 了った。 

わたくし はこ こへ 越して 来てから 一 晚と 落ちついた 
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